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○広域連合議会４月臨時会・５月定例会
　６月臨時会・８月定例会について
○令和元年度決算について
○Nｅｔ１１９について

主
な
内
容

人　口　５６，１７９人

世帯数　２２，９３２世帯

（令和２年10月１日現在 長野県調べ）

人口と世帯
北アルプス広域

vol.82

　大町消防署に平成10年の導入から22年間にわたり配

備されていたはしご車が更新され、10月８日に大町消防

署にて納車式が行われました。新はしご車は、最新鋭の

車両に最新式の資機材を搭載し、より安全・迅速・確実

な消防活動が可能となりました。

　これまでの車両は外国製でしたが、更新された車両は

純国産の４WS（４輪全て操舵）仕様となっており、格

段に小回りがきくため狭い道路への進入が可能になりま

した。大きな特徴として、はしごの先端に隊員が搭乗し

なくても放水方向を遠隔操作することができる機能や、

安全性においては、はしごの揺れをいち早く打ち消す機

能、はしごが障害物に近づいた際に自動的に停止する機

能など、全部で27項目の安全装置が備わっています。外

観には、救急車等と同じく「再帰性に富んだ反射材」を

独自デザインで貼付し、夜間や夕暮れ時における視認性

が向上しています。

　今年は新型コロナウイルス感染拡大により、なかなか

外出することが出来なかったと思いますが、消防署へ

「カッコイイはしご車」をぜひ見に来て下さい。

30m 級はしご車を配備しました



　
令
和
２
年
４
月

日
に
４
月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
案
２
件
、
人
事
案
件
１
件
、
事
件
案
件
１
件
、
予
算
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案
件
１
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

27

　
組
織
に
関
す
る
こ
と15

　
去
る
２
月

日
施
行
の
松
川
村
長
選
挙
に
よ
り
就
任
し

た
、
平
林
明
人
氏
及
び
３
月

日
施
行
の
池
田
町
長
選
挙
に

よ
り
就
任
し
た
、
甕
聖
章
氏
の
副
広
域
連
合
長
へ
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
町
村
長
任
期
と
同
じ
で

す
。
ま
た
、
松
川
村
議
会
議
員
の
広
域
連
合
議
会
議
員
申
し
合

わ
せ
任
期
満
了
に
よ
り
、
広
域
連
合
議
会
議
員
の
構
成
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◇
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
付
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◇
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◇
長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

▼
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
お
い
て
、
工

事
設
計
単
価
の
見
直
し
に
伴
う
工
事
費
等
の
増
額
、
運
転

管
理
業
務
委
託
等
入
札
に
伴
う
減
額
が
主
な
も
の
。
　

議　会

４
月
臨
時
会
開
催

議会議員構成（令和２年11月１日現在）

５
月
定
例
会
開
催

　
令
和
２
年
５
月

日
に
５
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
案
６
件
、
事
件
案
件
２
件
、
予
算
案
件
１
件
の
議
案

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
組
織
に
関
す
る
こ
と

　
小
谷
村
議
会
議
員
の
広
域
連
合
議
会
議
員
申
し
合
わ
せ
任

期
満
了
に
よ
り
、
広
域
連
合
議
会
議
員
の
構
成
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◇
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

▼
一
般
会
計(

第
６
号)

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計(

第
２
号)

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計(

第
５
号)

▼ 議　会介
護
保
険
事
業
特
別
会
計(

第
５
号)

29

所属委員会

市町村名
及び氏名（敬称略）

総

務

常

任

委

員

会

福

祉

常

任

委

員

会

議

会

運

営

委

員

会

ご
み
処
理
特
別
委
員
会

大
　
　
町
　
　
市

中牧　盛登【議長】 ● ●

太田　昭司 ● ○ ◎

山本　みゆき ● ●

降旗　達也 ○ ●

大和　幸久 ● ●

平林　英市 ○ ●

岡　秀子【監査委員】 ● ●

池
　
田
　
町

倉科　栄司 ◎ ●

服部　久子 ●

矢口　稔 ●

松
　
川
　
村

平林　寛也【副議長】 ● ●

大和田　耕一 ●

山中　伯行（新） ●

白
　
馬
　
村

北澤　禎二郎 ● ◎ ●

太田　伸子 ● ●

丸山　勇太郎 ● ●

小
谷
村

北村　利幸（新） ◎ ● ●

猪股　充拡 ● ○

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計(

第
３
号)

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計(

第
５
号)

　
　
い
ず
れ
も
事
業
実
績
に
基
づ
く
計
数
整
理

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
災
害
対
応
特
殊
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
取
得

　
訴
え
の
提
起

　
平
成

年
３
月
に
行
な
っ
た
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整

備
事
業
の
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
、
業
者
が
価
格
の
調
整

行
為
を
行
い
不
当
に
競
争
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
正

な
価
格
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
た
た
め
、
損
害
賠
償
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
。

　
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

▼
一
般
会
計(

第
２
号)

　
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
付
替
及
び
、
エ
コ
パ
ー
ク
の

電
気
料
軽
減
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

業
務
委
託
の
増
額
。

24
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※（新）：新たに選出された議員、◎委員長、

　 ○副委員長、●委員
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丸
山
　
勇
太
郎
議
員
（
白
馬
村
）

答 問 答 問

34

「
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
」

31

90

　
令
和
元
年
度
の
３
市
村
の
焼
却
ご
み
搬
入
量
の
実

績
と
、
施
設
整
備
計
画
時
に
予
想
し
て
い
た
排
出
量

に
対
し
て
割
合
及
び
結
果
の
検
証
は
。

　
昨
年
度
の
焼
却
ご
み
搬
入
量
の
実
績
を
目
標
排
出

量
と
比
較
す
る
と
、
大
町
市
の
実
績
値
は
７
千
５
６

９
ト
ン
、
白
馬
村
が
２
千
９
３
１
ト
ン
、
小
谷
村
は
７
６
０
ト

92

ン
で
、
全
体
で
は
１
万
１
千
２
６
０
ト
ン
と
な
り
、
目
標
と
し

て
い
た
排
出
量
は
１
万
４
１
３
ト
ン

で
、
実
績
値
は
こ
れ
を
８
・
１
％
上
回

る
。
目
標
に
対
し
、
全
体
で
８
４
３
ト
ン

の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
お
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い

る
。

　
令
和
元
年
度
の
焼
却
炉
の
稼
働
実
績
は
。

　
昨
年
度
の
年
間
の
焼
却
量
は
、
１
万
１
千
５
５
６

ト
ン
で
、
休
炉
し
た
日
数
を
除
く
焼
却
日
数
は
３
３

７
日
、
１
日
平
均
で
は

・
３
ト
ン
で
、
稼
働
率
は

・

３
％
。

　
な
お
月
ご
と
の
最
大
焼
却
量
は
、

日
間
の
連
続
運
転
に

よ
る
炉
の
性
能
試
験
も
あ
り
、

日
間
で
１
千
２
０
２
ト

ン
、
ま
た
、
最
小
の
焼
却
量
は

日
間
の
６
０
５
ト
ン
と
な
っ

た
。
な
お
、
２
炉
を
同
時
に
運
転
し
た
日
数
は
２
７
９
日
。

　
一
般
質
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

問
　
施
工
業
者
に
よ
る
瑕
疵
担
保
期
間
が
７
月
ま
で
で

終
わ
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
の
見
込
み
に
つ
い

て
当
面
の
計
画
は
。

答
　
設
計
・
施
工
業
者
、
管
理
運
営
会
社
及
び
広
域
連

合
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
の
技
術
的
な
指

導
・
助
言
に
基
づ
き
、
施
設
本
来
の
性
能
が
確
保
で
き
て
い

る
か
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
８
月
か
ら
負
担
が
生
じ
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
に
つ
い
て
内
容
を
精
査
し
、
増
加
が
想

定
さ
れ
る
経
費
と
し
て
、
プ
ラ
ン
ト
の
部
品
交
換
費
用
、
機
械

設
備
の
修
繕
料
等
で
約
１
億
円
を
見
込
み
、
今
年
度
当
初
予

算
に
計
上
し
た
。
今
後
、
一
定
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
内
容
を
十
分
精
査
し
、
最
も
効
率
的
で
よ
り
安
価
な
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
ご
み
減
量
化
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
広

域
５
市
町
村
で
共
同
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

答
　
ご
み
減
量
化
に
加
え
、
省
資
源
化
や
エ
コ
ロ
ジ
ー

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
に

お
い
て
も
共
通
す
る
重
要
な
課
題
。

　
こ
の
認
識
を
共
有
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
課
題
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
持
ち
寄
り
、
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　
太
田
　
昭
司
議
員
（
大
町
市
）

「
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
」

問
　
第
７
期
計
画
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
。ま
た
、第
８

期
計
画
中
、
特
に
重
要
視
す
る
も
の
は
。

答
　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
目
標
で
あ

る
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
て
、
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
、
当
地
域
に
お
い
て
も

介
護
現
場
の
人
材
不
足
が
課
題
。
介
護
の
担
い
手
の
養
成
の

た
め
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
等
養
成
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
運
営
事
業
の
現
在

の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

答
　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

歳
以
上
で
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
や
家
族
に
対
し
て
、
支
援
チ
ー
ム
が
早
期

の
段
階
か
ら
関
わ
り
適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

繋
が
る
よ
う
集
中
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
た
件
数
も
増
加
し
て
お
り
、
事
業
の
定
着
が
進
む
に
つ
れ
、

着
実
に
効
果
が
出
て
い
る
。

問
　
介
護
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
か
。ま
た
、今
後

の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
　
窓
口
業
務
や
廃
棄
物
処
理
、
介
護
・
福
祉
施
設
、
消

防
な
ど
現
場
が
主
業
務
の
分
野
は
、
人
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
は

極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
考
え
る
。
振
替
休
日
の
分
散
取
得

と
時
差
出
勤
を
組
み
合
わ
せ
、
事
務
局
と
施
設
、
そ
れ
ぞ
れ

で
、
概
ね
平
日
の
出
勤
者
を
３
割
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
だ
。
テ
レ
ビ
会
議
に
つ
い
て
は
、
県
内
及
び
管
内
の

感
染
状
況
を
注
視
し
、
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

40
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「
連
携
自
立
圏
事
業
に
つ
い
て
」

問
　
こ
こ
ろ
・
法
律
・
仕
事
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
に
つ

い
て

答
　
昨
年
度
は
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
様
々
な
社
会
・
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
り
、
雇
用
、
就

業
等
に
極
め
て
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相

談
事
業
で
は
、
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
者
が
、
複
合
的
な
悩
み
を
抱

え
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
、
各
分
野
の
専
門
家
が
連
携

し
て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
な
支
援
を
図
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
相
談
内
容
や
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
社
会
情

勢
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
障
が
い
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
」

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
障
が
い
者
相
談
支

援
事
業
の
相
談
件
数
等
は
増
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

今
後
の
障
が
い
者
相
談
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

答
　
各
種
支
援
を
一
元
的
・
総
合
的
に
行
う
た
め
、
業
務

を
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ラ

ム
ネ
ッ
ト
」
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
相
談
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
発
熱
に
よ
り
３
日
ほ
ど
施
設
が
休
止
し
た
。
ま

た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
に
し
て
欲
し
い
、
相
談
日
を
延
期
し
た
い
な

ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
相
談
件
数
の
増
加
や
支
援

内
容
に
影
響
が
あ
っ
た
と
の
報
告
は
な
い
。

　
今
後
の
障
が
い
者
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
新
し
い
生

活
様
式
を
障
が
い
者
の
皆
様
へ
も
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　
大
和
田
　
耕
一
議
員
（
松
川
村
）

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
」

問
　
介
護
福
祉
や
救
急
の
現
場
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
感
染
防
止
の
対
策
状
況
や
、
課
題
等
に
つ
い
て

答
　
管
内
の
福
祉
施
設
等
の
感
染
予
防
対
策
は
、
国
の

指
針
に
沿
い
、
マ
ス
ク
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を

は
じ
め
、
面
会
制
限
や
職
員
及
び
利
用
者
の
検
温
の
徹
底
を

図
る
な
ど
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
る
。
広
域
連
合
と
し

て
は
、
感
染
症
予
防
対
策
情
報
の
周
知
、
万
が
一
、
感
染
症
が

発
生
し
た
場
合
の
具
体
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
周
知
に
努

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
等
の
衛
生
用
品
に
つ
い
て
不
足
し
て
い
る

事
業
所
を
中
心
に
、
県
・
市
町
村
と
連
携
し
て
備
蓄
等
か
ら
配

布
を
行
い
、
支
援
し
た
。

　
消
防
に
お
け
る
救
急
隊
の
対
策
は
、
通
報
内
容
か
ら
情
報

の
収
集
を
行
い
、
疑
い
が
あ
る
通
報
の
場
合
に
は
、
救
急
隊
は

感
染
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
医
療
従
事
者
が
行

う
対
策
と
同
等
の
装
備
を
装
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
傷
病
者
を

医
療
機
関
へ
搬
送
し
た
後
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
個

人
防
護
衣
を
確
実
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
車
両
及
び
機
材

の
洗
浄
や
消
毒
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
救
急
講
習
や
消
防
訓
練
な
ど
が
、
３
つ
の

密
の
回
避
、
人
と
の
接
触
を
減
ら
す
な
ど
の
観
点
か
ら
、
中
止

や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
生
活
様
式
を
取

り
入
れ
た
講
習
等
の
あ
り
方
な
ど
を
模
索
し
て
い
る
。

問
　
第
２
波
に
備
え
救
急
現
場
で
の
備
品
や
医
療
機

器
の
対
策
は

　
ま
た
、
当
圏
域
の
感
染
症
受
け
入
れ
体
制
は

答
　
救
急
活
動
に
不
可
欠
な
Ｎ

マ
ス
ク
な
ど
一
部

に
つ
い
て
は
、
再
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
。

今
後
、
第
２
波
、
第
３
波
の
発
生
も
予
期
さ
れ
、
不
足
が
深
刻

化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
な
お
、
救
急
資
機
材
の
在
庫
状

況
に
つ
い
て
、
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
調
査
・
確
認
が
随
時
行

わ
れ
、
そ
の
都
度
、
不
足
に
対
す
る
懸
念
を
報
告
し
て
い
る

が
、
全
国
に
は
、
逼
迫
し
た
地
域
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
国
か
ら
の
緊
急
的
な
供
給
は
多
く
を
望
め

な
い
。

　
大
北
管
内
に
お
い
て
、
各
市
町
村
が
感
染
予
防
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
感
染
の
拡
大
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

　
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生

か
す
と
と
も
に
、
衛
生
用
品
に
つ
い
て
、
予
算
等
の
弾
力
的
な

運
用
を
含
め
、
必
要
な
物
資
の
確
保
に
努
め
る
。

　
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
は
、
市
立
大
町
総
合
病
院
が
法

に
基
づ
く
県
の
指
定
を
受
け
、
第
２
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
感
染
症
対
応
病
床
数
は
、
か
つ

て
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
よ
り
同
病
院
内
に
併
設
し
、

管
理
委
託
を
し
て
い
た
感
染
症
病
床
４

床
を
、
現
在
も
有
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県
の

指
針
に
基
づ
き
、
増
床
す
る
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。

95
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議　会 議　会

11

12

　
令
和
２
年
８
月
定
例
会
が
８
月

・

日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
定
例
会
で
は
、
決
算
案
件
６
件
、
予
算
案
件
６
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
決
算
状
況

　
各
会
計
の
決
算
額
及
び
歳
入
歳
出
額
に
つ
い
て
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
の
前
年
度
対
比
は
、
下
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

８
月
定
例
会
開
催

29

　
令
和
２
年
６
月

日
に
６
月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

30

　
事
件
案
件
１
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
平
成

年
か
ら
工
事
が
延
期
さ
れ
て
い
た
、
白
馬
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、
６
月

日
に

事
後
審
査
型
一
般
競
争
入
札
を
行
い
、
予
定
価
格
が
１
億
５

千
万
円
を
超
え
る
契
約
と
な
る
た
め
、
契
約
締
結
に
つ
い
て

議
決
に
付
し
た
も
の
。

18

６
月
臨
時
会
開
催

▼
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び

廃
棄
物
処
理
費
に
お
け
る
予
算
の
組
み
換
え
、
常
備
消
防

費
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
よ

る
増
額
が
主
な
も
の
。

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
及
び
特
殊
浴
槽
修

繕
に
伴
う
増
額
が
主
な
も
の

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び

市
町
村
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
増
額
が
主
な
も
の
。

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び

市
町
村
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
増
額
が
主
な
も
の
。

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び

市
町
村
負
担
金
の
精
算
、
積
立
金
の
増
額
が
主
な
も
の
。

　
令
和
２
年
度
補
正
予
算

会　　計　　名 歳出決算額 対前年度比

一般会計 １６億６，２０２万５千円 △30 . 2％

ふるさと市町村圏事業特別会計 ２５０万２千円 2 .７％

介護老人保健施設事業特別会計（虹の家） ２億５，９４２万３千円 1 .2％

介護保険事業特別会計 ７０億６６９万６千円 4 .3％

平日夜間救急医療事業特別会計
（急病センター）

１，５６９万７千円 △3 . 9％

老人福祉施設等事業特別会計
（鹿島荘・ひだまりの家）

１億９，３３７万９千円 △1 . 8％

　総　　計 ９１億３，９７２万１千円 △4 .5％

（注）各会計の合計額と総計欄の額とは、千円未満の調整により差異があります。
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令和元年度広域連合各会計の決算について
一般会計（広域事務局、北アルプスエコパーク、広域消防、葬祭場他）

介護保険事業特別会計

ふるさと市町村圏事業 介護老人保健施設事業 平日夜間救急医療事業 老人福祉施設等事業
特別会計 特別会計 特別会計 特別会計

■歳入 ■歳入 ■歳入 ■歳入
財 産 収 入  553万7千円 療養介護費収入 2億4,939万7千円 使用料・手数料 275万1千円 分担金・負担金 1億5,509万7千円

繰 越 金  212万5千円 繰 越 金  659万1千円 分担金・負担金 1,180万円 サ ー ビ ス 収 入  3,608万3千円

合　　　計 766万2千円 諸収入・財産収入・寄付金 76万8千円 繰 越 金  160万3千円
繰 越 金 2,319万1千円

繰　　入　　金 805万3千円 諸 収 入  2千円
諸収入・財産収入・寄付金等 85万円

合　　　計 2億6,480万9千円 県 支 出 金  123万6千円
合　　　計 2億1,522万1千円

■歳出 ■歳出 合　　　計 1,739万2千円 ■歳出
ふるさと市町村圏 介護老人保健 ■歳出

民 生 費  1億7,859万9千円

振興事業費 
250万2千円

施設事業費 
2億5,942万3千円

総 務 費  1,569万7千円 公 債 費  1,478万円

合　　　計 250万2千円 合　　　計 2億5,942万3千円 合　　　計 1,569万7千円 合　　　計 1億9,337万9千円

（注）各会計の合計額は、千円未満の調整により差異があります
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北アルプスエリア EVENT CALENDAR 【市外局番 ０２６１】 
詳しくは、各市町村または各市町村の観光協会・観光局・観光連盟等へお問い合わせください。

12月５日（土）～ 鹿島槍スキー場オープン（予定） キッズ、ビギナーからエキスパートまで楽しめる豊富なコースバリエー

令和３年４月４日（日）予定 鹿島槍スキー場　23-1231 ションが人気です。スノーパークやキッズパークも充実しています。

12月19日（土）～ 爺ガ岳スキー場オープン（予定） はじめの一歩は爺ガ岳で。大人気のトロイカと広く見通しの良い傾

令和３年３月21日（日）予定 爺ガ岳スキー場　22-0551 斜面はキッズファミリーやグループに最適です。

1122
月月

令令
和和
３３
年年

１１
月月

２２
月月

３３
月月

４４４
月月月

５５
月月

NEW YEAR 花火 白馬コルチナスキー場・池の田ゲレンデにて打ち上げ花火が上がり
12月31日（木）

白馬コルチナスキー場　0570-097-489 ます。

はくのり花火 白馬乗鞍温泉スキー場・若栗ゲレンデにて打ち上げ花火が上がり
１月９日（土）

白馬乗鞍観光協会　82-3133 ます。

キッズイベント
１月16日（土）

白馬乗鞍観光協会　82-3133
とん汁振る舞い、お子様を対象とした宝探し大会等が行われます。

２月３日（水） 若一王子神社節分祭 富くじの配布、追儺式、一年間の福や無病息災を願う福豆まき、子
【開催予定】 若一王子神社社務所　22-1626 どもたちへのプレゼントなどが行われます。

２月６日（土） 鹿島槍火まつり 夕暮れ時、スキー場へ道標としてキャンドルを点灯し、スキー場で
【開催予定】 鹿島槍スキー場　23-1231 は松明滑走や、おんべ(どんど焼き)、花火大会などが行われます。

２月11日（木・祝） 大町あめ市 古来生活必需品であった塩を売った「塩の市」が転じて「あめ市」
になったと言われている伝統的なイベントです。塩俵をかたどった

【開催予定】 大町商工会議所　22-1890
飴や福飴、縁起物を売る露店が並びます。

大網火祭り
２月13日（土）

（一社）小谷村観光連盟　82-2233
山岳信仰から生まれた五穀豊穣を願い舞い踊る勇壮な火祭り。

栂池高原ロープウェイ早春運行
３月上旬

栂池高原観光協会　83-2515
栂池高原ロープウェイの早春運行予定。

栂池高原第50回雪の祭典
３月６日（土）

栂池高原観光協会　83-2515
鐘の鳴る丘ゲレンデにて打ち上げ花火等の祭典。

まつかわ花咲まつりin安曇野ちひろ公園 一足早い安曇野の春を楽しんでいただく花咲まつり。パン
３月中旬

松川村役場経済課　62-3109 ジーの即売会等があります。

３月15日（月）
国宝仁科神明宮古式作始めの神事 伊勢神宮の祈年祭（としごいのまつり）にならって行われています。

（祈年の祭り） 古くからその年の作柄の豊凶を占う神事として行われており、作付
【開催予定】

仁科神明宮社務所　62-9168 けの一大指針とされております。

４月中旬～５月上旬 おおまち桜まつり 北アルプスと桜のコラボレーションが美しい大町公園に、ぼんぼり
【開催予定】 大町商工会議所　22-1890 が点灯し、夜桜が楽しめます。

５月２日（日） 絶景の北アルプス塩の道ウォーク 自然や石仏の宝庫「塩の道」をガイドと一緒に歩くウォーキングイ
【開催予定】 大町市観光協会　22-0190 ベントです。

５月３日（月・祝）～ 塩の道祭り
５月５日（水・祝） 小谷村観光連盟　82-2233　 「塩の道祭り」は、小谷村・白馬村・大町市まで３日間にわたり行

【開催予定】 白馬村観光局　　72-7100 われる春の北アルプス山麓のウォーキングイベントです。
大町市観光協会　22-0190

①一般事務
②土木技師
③介護支援専門員（ケアマネージャー）
④介護保険要介護認定調査員

①北アルプス広域連合事務局または
　北アルプス広域消防本部
②③④北アルプス広域連合事務局

北アルプス広域連合　総務課総務係または
介護福祉課　（電話：22‐6764）
〒398‐0002　大町市大町1058‐33 
■申込期間　令和３年１月25日（月）まで

⑤環境衛生専門員
⑥リサイクル専門員
⑦北アルプスエコパーク計量受付
⑧大町リサイクルパーク資源物等受入職員

⑤⑦北アルプスエコパーク
⑥⑧大町リサイクルパーク

北アルプス広域連合 総務課エコパーク管理係
（電話：85‐5311）
〒398‐0001　大町市平4608‐2　 
■申込期間　令和３年１月25日（月）まで

⑨養護老人ホーム鹿島荘看護師
⑩養護老人ホーム鹿島荘相談員
⑪養護老人ホーム鹿島荘支援員
⑫養護老人ホーム鹿島荘調理員
⑬グループホームひだまりの家介護員 

⑨⑩⑪⑫養護老人ホーム鹿島荘
⑬⑭グループホームひだまりの家

養護老人ホーム鹿島荘
（電話：22‐0497）
〒398‐0002　大町市大町8035 
■申込期間　令和３年１月25日（月）まで

職　　　　　種 勤　務　地 問い合わせ、申込書配布場所・提出先

⑭グループホームひだまりの家介護員（パート）

詳しくは、北アルプス広域連合ホームページでもご覧いただけます 
■編集･発行　北アルプス広域連合　■印刷　北辰印刷 この広報紙は、再生紙・大豆インクを使用しています。




